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第 2章                     
  

本町における状況 
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１ 児童虐待の現状 

   

近年、児童相談センターや市町村への児童虐待相談は増加傾向にあり、児

童虐待相談の統計が取り始められた平成２年度から愛知県、全国ともに児童

虐待相談件数は年々増加しています。 

  相談の増加要因としては、児童虐待問題に対する社会全体の関心が高くな

ってきていることや市町村、児童相談センター、警察など関係機関の連携が

強化されていることが考えられます。 

 

２ 東浦町の現状 

 

 本町においても、全国や愛知県と同様に虐待件数について年々増加していま

す。ケースとしては虐待や育児放棄、育児不安等が多くを占めています。 

 また、児童年齢別の件数を見ますと、就学前の児童の虐待案件について増加

傾向が見られます。 

 

【虐待件数】 

ケース分類 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

虐待 

（虐待・養育放棄） 

世帯数 ２件 ４件 ８件 ７件 １０件 

児童数 ２人 ５人 １４人 １０人 １３人 

虐待傾向 

（ハイリスク） 

世帯数 １件 ０件 ０件 ０件 ０件 

児童数 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 

育児不安・保護者疾病 

（育児支援） 

世帯数 ８件 １０件 ９件 ７件 ７件 

児童数 ９人 １３人 １１人 ８人 １４人 

欠養護 

（保護者の家出・拘禁等） 

世帯数 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 

児童数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

合計 

世帯数 １１件 １４件 １７件 １４件 １７件 

児童数 １２人 １８人 ２５人 ８人 ２７人 
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【児童年齢別件数】 

 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

就学前 ２人 ６人 １０人 １１人 １２人 

小学生（低学年） ５人 ７人 ４人 ４人 ４人 

小学生（高学年） ３人 ３人 ６人 １人 ５人 

中学生 １人 ０人 １人 １人 ５人 

高校生・その他 １人 ２人 ４人 １人 １人 

合計 １２人 １８人 ２５人 １８人 ２７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

 


